
4-223

149のエビデンス（2/10）青枠：①層の色調に関する部分
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149のエビデンス（3/10）青枠：①層の色調に関する部分
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149のエビデンス（4/10）青枠：①層の色調に関する部分
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149のエビデンス（5/10）青枠：①層の色調に関する部分
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149のエビデンス（6/10）
青枠：①層の色調に関する部分
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149のエビデンス（7/10）青枠：①層の色調に関する部分



4-229

149のエビデンス（8/10）
青枠：①層の色調に関する部分



4-230

149のエビデンス（9/10）



4-231

149のエビデンス（10/10）
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R67°

基盤岩
（花崗斑岩）

A： 花崗斑岩質ｶﾀｸﾚｰｻｲﾄ：砂質シルト～礫混じりシルト質砂状。
やや軟質。全体的に変質を受けている。

Ｂ： 風化花崗斑岩：浅黄橙色（7.5YR8/4～7.5YR8/6）。
主にやや脆弱な角礫状。

C： 花崗斑岩（破砕質部）：黒褐色～浅黄橙色（7.5YR3/2～7.5YR8/6）。
主に砂質細礫状。部分的に砂質シルト～シルト質砂状を呈する。

②層： 礫混じり砂質シルト： 明褐色～明褐灰色（7.5YR7/1～7.5YR8/6）。
礫は径5cm以下の風化礫。下部ほど細粒。
シルト質砂礫： 礫径50cm以下の亜角礫を含む。

③層： 礫混じりシルト質細砂： 橙～浅黄橙色、灰白色（5YR7/8～7.5YR8/2）。
基質はシルト，細～中砂主体。砂礫層をレンズ状に挟み，淘汰が悪い。
礫は径5cm以下の風化花崗斑岩の亜角礫主体。径15cmのものも見られる。

２－１ ピット底盤

２－１ ピット西面

２－１ ピット北面

２－１ ピット南面

a f：N3°E74°W 断層ガウジ（黄橙色粘土：幅1～3mm） 条線(rake)=67°R
b f：N9°E63°W 断層ガウジ（褐色粘土：幅1～2mm）
c f：NS 70°W 断層ガウジ（灰白色粘土：幅2～3mm）
d f：N5°E72°W 断層ガウジ（灰白色粘土：幅2～3mm）
e f：N6°E79°W 断層ガウジ（赤紫色粘土：幅1～4mm）

※f ：せん断面

走向・傾斜，条線方向計測箇所
（16箇所のデータを平均化）

• ２－１ピットのスケッチを以下に示す。
• ２－１ピットでは，K断層は基盤岩から堆積物（②層）までを変位させている。
• 最新活動面について複数の条線方向を統計的に整理した結果，縦ずれ成分が卓越する。また，最新活動面の薄片観察による変位センスは逆断層センスである。

K断層の性状（２－１ピット）
K断層の連続性評価について

観察面

調査位置図

断層ガウジ・断層角礫の幅計測箇所

破砕部

③層

②層

花崗斑岩

熱水変質部

せん断面

せん断面（不明瞭）

地層境界

凡 例

※青枠，緑枠は性状一覧表に記載したデータの計測箇所

2013年4月作成

4-232

修正前
150，151（D-1トレンチ2-1ピット）修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1
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• ２－１ピットのスケッチを以下に示す。
• ２－１ピットでは，K断層は基盤岩から堆積物（②層）までを変位させている。
• 最新活動面について複数の条線方向を統計的に整理した結果，縦ずれ成分が卓越する。また，最新活動面の薄片観察による変位センスは逆断層

センスである。

K断層の性状（２－１ピット）

断層ガウジ・断層角礫の幅計測箇所

※青枠，緑枠は性状一覧表に記載したデータの計測箇所

作成日：2022年7月5日

走向・傾斜，条線方向計測箇所
（16箇所のデータを平均化）

第833回審査会合
資料１ 修正

観察面

調査位置図

4-233

修正後150：②層の色調修正
151：③層の色調修正



4-234

150，151のエビデンス（1/13）青枠：②層，③層の色調に関する部分



4-235

150，151のエビデンス（2/13）
青枠：②層，③層の色調に関する部分
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150，151のエビデンス（3/13）青枠：②層，③層の色調に関する部分
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150，151のエビデンス（4/13）
青枠：②層，③層の色調に関する部分
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150，151のエビデンス（5/13）青枠：②層，③層の色調に関する部分
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150，151のエビデンス（6/13）
青枠：②層，③層の色調に関する部分



4-240

151のエビデンス（7/13）青枠：③層の色調に関する部分



4-241

151のエビデンス（8/13）
青枠：③層の色調に関する部分
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150，151のエビデンス（9/13）青枠：②層，③層の色調に関する部分



4-243

150，151のエビデンス（10/13）
青枠：②層，③層の色調に関する部分



4-244

150のエビデンス（11/13）



4-245

151のエビデンス（12/13）



4-246

150，151のエビデンス（13/13）



余白

4-247
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②層：礫混じりシルト質砂：褐灰色～浅黄橙色（7.5YR6/1～10YR8/4）

基質はシルト，細～中粒砂であり，礫は径100mm以下の角～亜角

礫主体である。全体的にやや軟質で北西側ほど硬質となる。

②層上限面の傾斜は，Ｋ断層の上盤側で10°程度で，

下盤側でほぼ水平を示す。

③層

A層：礫・シルト混じり砂：浅橙色～浅黄橙色（5YR8/3～10YR8/3）

礫は径20mm以下の風化を受けた亜円～亜角礫主体である。

基質は細～粗粒砂主体であり，レンズ状のシルト～シルト質砂

を含む。

C1層：砂礫：明黄褐色～にぶい橙色（10YR6/6～7.5YR7/3）

礫率30～60%であり，レンズ状に砂層を挟む。

礫混じり砂質シルト：淡赤橙色～灰白色（2.5YR7/3～7.5Y8/1）

基質は細～中粒砂であり，淘汰はやや良い。

礫は径40mm以下の風化を受けた亜角～亜円礫主体である。

C2層：砂礫：にぶい橙色～明黄褐色（7.5YR7/3～10YR6/6）

礫率30～60%であり，淘汰はきわめて悪い。

礫は径200mm以下の風化を受けた角～亜角礫主体である。

基質は中～粗粒砂であり，レンズ状に中～粗粒砂の砂層を含む。

C3層：礫質砂：にぶい橙色～浅黄橙色（5YR6/4～7.5YR8/3）

礫は径100mm以下の風化を受けた亜角～亜円礫主体である。

基質は中～粗粒砂で，淘汰はやや悪い。

調査位置図

観察面

層相境界(主要なもの)

地層境界

せん断面(不明瞭)

せん断面

②層

③層

• Ｄ－１トレンチ擁壁撤去法面では，②層，③層を逆断層センスで変位させるＫ断層が認められる。

• ②層上面の鉛直変位量は，撓曲変形を含めて約0.9mである。

Ｋ断層

① f：N26°E57°W

② f：N19°E48°W

③ b：N66°E14°S

④ b：N6°E12°E

f：せん断面

b：層理面

←T.P.23.0m  

T.P.18.7m→

K断層の性状（擁壁撤去法面）
K断層の連続性評価について 第536回審査会合

参考資料（1/3） 修正

2013年12月作成

2013年12月撮影

NW 
  SE

4-248

修正前152（D-1トレンチ　擁壁撤去法面）
修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1
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• Ｄ－１トレンチ擁壁撤去法面では，②層，③層を逆断層センスで変位させるＫ断層が認められる。

• ②層上面の鉛直変位量は，撓曲変形を含めて約0.9mである。

K断層の性状（擁壁撤去法面）

撮影：2013年12月

作成日：2022年3月31日

第833回審査会合
資料１ 修正

調査位置図

観察面

4-249

修正後
152：③層A層の色調修正



4-250

152のエビデンス（1/8）青枠：Aの色調に関する部分



4-251

152のエビデンス（2/8）青枠：Aの色調に関する部分



4-252

152のエビデンス（3/8）青枠：Aの色調に関する部分



4-253

152のエビデンス（4/8）

青枠：Aの色調に関する部分



4-254

152のエビデンス（5/8）青枠：Aの色調に関する部分



4-255

152のエビデンス（6/8）
青枠：Aの色調に関する部分



4-256

152のエビデンス（7/8）



4-257

152のエビデンス（8/8）
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• 原電道路ピット東向き法面部では，Ｋ断層は②層及びC層（③層）までの地層に変位を与えているが，その上位の地層であるD3層
（③層）は変位・変形を受けておらず，下位のC層とは明瞭な傾斜不整合関係で接している。

• ふげん道路ピット東法面（上段）では，C層までの地層に変位・変形を与えているが，その直上に分布するＤ３層の基底には，原電
道路ピット東向き法面部と同様，Ｋ断層による変位・変形は及んでおらず，D3層は下位のC層とは明瞭な傾斜不整合関係で接して
いる。

• これらのことから，原電道路ピット及びふげん道路ピットにおいて，Ｋ断層はＭＩＳ6以前に堆積したＤ３層に変位・変形を与えていない。

K断層の性状（原電道路ピット/ふげん道路ピット）
K断層の連続性評価について 第536回審査会合

資料2 修正

原電道路ピット島状頂盤部（T.P.19.4m）

原電道路ピット東向き法面

拡大②

拡大①

←T.P.19.4m

T.P.17.2m→

ふげん道路ピット東法面（上段）

T.P.19.4m→

⑧層

⑦層

⑦層

⑦層

⑧層

⑧層

D3

D3

D3

C3

C3

C3C2

C2

C2

A

A

A

B

B D1

D1

D2

D2

C1

C1

②層

②層
A

A

⑤

⑥

⑦

③層

③層

③層

⑤ ｆ：N9°E74°W
⑥ ｆ：N5°E64°W
⑦ ｆ：N25°E70°E

ｆ：せん断面

⑧層

⑦層

③層

②層

⑧層

⑦層

③層

②層

せん断面

地層境界

層相境界（主要なもの）

凡 例

⑧層：細礫・シルト混じり砂を主体とする。橙色（5Y6/6）
礫率5～10%で，礫は径2～4cm程度の亜角礫を含む。基質は，シルト質細砂からなり，細礫混じり
砂質シルト，砂混じり粘土及び砂質シルトをレンズ状～層状に挟在する。

⑦層：礫混じり砂質シルト～砂礫からなる。明赤褐色～橙色（5YR5/6～7.5YR7/6）
礫率7～40%程度で径3～40cm程度の亜角～亜円礫からなる。基質は，シルト混じり細～中粒砂
からなる。下部ほど礫の含有率が多い。

③層（C,D3）：砂礫及びシルト混じり細粒砂を主体とする。橙色～明褐色（7.5YR6/6～7.5YR5/6）
礫率15～40%で径1～10cm程度（最大径40cm）の角～亜円礫からなる。基質は，
シルト混じり細粒砂からなる。

（A,B） ：砂礫を主体とする。浅黄色（2.5Y7/3） 礫率20%程度で径1～7cm程度（最大径25cm）の
亜角～亜円礫からなる。基質は，シルト混じり細粒砂からなる。

②層：細礫・砂混じりシルトを主体とする。灰白色（2.5Y7/1） 礫率3～5%で径5cm以下の角～亜角礫を
含む。基質は，シルト混じり細粒砂からなり，砂層をレンズ状に挟在する。

NW← →SE

調査位置図

T.P.
15.6m

←

2014年1月作成

2014年1月作成

2015年7月作成

0.50m
0.025m

0.07m

0.025m

0.05m

0.05m

0.2m 0.2m

4-258

修正前153（原電道路ピット/ふげん道路ピット）
修正箇所：橙色枠

第833回審査会合資料　資料1
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• 原電道路ピット東向き法面部では，Ｋ断層は②層及びC層（③層）までの地層に変位を与えているが，その上
位の地層であるD3層（③層）は変位・変形を受けておらず，下位のC層とは明瞭な傾斜不整合関係で接して
いる。

• ふげん道路ピット東法面（上段）では，C層までの地層に変位・変形を与えているが，その直上に分布するＤ３
層の基底には，原電道路ピット東向き法面部と同様，Ｋ断層による変位・変形は及んでおらず，D3層は下位
のC層とは明瞭な傾斜不整合関係で接している。

• これらのことから，原電道路ピット及びふげん道路ピットにおいて，Ｋ断層はＭＩＳ6以前に堆積したＤ３層に変
位・変形を与えていない。

K断層の性状（原電道路ピット/ふげん道路ピット）
第833回審査会合

資料１ 修正

作成日：2022年3月31日

作成日：2022年3月31日

作成日：2022年3月31日

調査位置図

4-259

修正後153：⑧層の色調修正




